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We Love  Hokkaido

北海道 “NOW”
北 海 道 情 報 紙 知 ら な い こ と

い っ ぱ い ！ ！
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【
50
万
円
】

川
村　

隆

【
20
万
円
】

大
久
保　

尚
武

【
10
万
円
】

阿
部　

修
平

岡
村　

進

株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

古
河
電
気
工
業
株
式
会
社

ホ
ッ
カ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社

本
間　

修

【
５
万
円
】

有
末　

真
哉

数
納　

壽

小
池　

淳
義

清
水
鋼
鐵
株
式
会
社

鈴
木　

秀
一

日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社

株
式
会
社
北
洋
銀
行

株
式
会
社
北
海
道
銀
行

無
臭
元
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
レ
オ
パ
レ
ス
21

【
３
万
円
】

岩
倉
建
設
株
式
会
社

菊
池
食
品
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
北
見
ハ
ッ
カ
通
商

株
式
会
社
日
本
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

鳩
山　

由
紀
夫

間
瀬　

雅
晴

松
本　

淳
一
郎

三
ツ
輪
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
２
万
円
】

小
池　

明
夫

香
西　

慧

戸
田
建
設
株
式
会
社

北
海
道
糖
業
株
式
会
社

本
多　

一
夫

株
式
会
社　

明
治

【
１
万
５
千
円
】

五
十
嵐　

紀
男

株
式
会
社
北
信
工

【
１
万
円
】

伊
藤
組
土
建
株
式
会
社

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社

上
野　

徹

株
式
会
社
オ
ー
テ
ッ
ク

栗
林
商
船
株
式
会
社

佐
々
木　

巖

サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社

鈴
木　

宗
男

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社

高
橋　

照
美

株
式
会
社
田
中
組

地
崎
道
路
株
式
会
社

株
式
会
社
東
洋
実
業

十
勝
毎
日
新
聞
社

中
村　

潔

中
村　

裕
之

日
本
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

株
式
会
社

日
浅　

尚
子

藤
原　

弘
治

北
海
道
フ
ー
ド
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
株
式
会
社

山
本　

隆
幸

山
本　

光
子

（
匿
名
1
名
）

【
５
千
円
】

立
野　

嘉
之

辻
口　

正
雄

手
島　

孝
雄

富
樫　

泰
介

船
橋　

利
実

ご
寄
附
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す　
　

　
　
　
　
　

(

敬
称
省
略
・
寄
附
額
は
応
募
額
を
含
む
）
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寄附総額  　   2,475,000 円 
目標 ( 予算 )   2,576,000 円
                              (4/18 現在 )

百
年
記
念
事
業 

協
議
が
本
格
化

ラピダス、稼働を開始
２ナノ半導体を試作、2027 年量産へ

5
月
16
日
総
務
部
会
開
催

　

次
世
代
半
導
体
の
量
産
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス
（
東
京
）
が
4
月
1
日
、
千
歳
市
内
で
建
設
中

の
第
1
工
場
で
稼
働
を
始
め
た
。
回
路
線
幅
2
㌨
㍍
（
ナ
ノ
は
10
億
分
の
1
）
級
の
半
導
体
を

試
作
、
２
０
２
７
年
か
ら
の
量
産
開
始
を
目
指
す
計
画
だ
。
10 

㌨
級
以
下
の
先
端
半
導
体
の

工
場
が
始
動
す
る
の
は
、
国
内
で
は
初
め
て
。

　

経
済
産
業
省
は
ラ
ピ
ダ
ス
の

25
年
度
事
業
計
画
を
承
認
し
、

同
社
に
最
大
８
０
２
５
億
円
の

追
加
支
援
を
発
表
し
た
。

　

工
場
は
「
イ
ー
ム
1
」
と
呼

ば
れ
、
新
千
歳
空
港
に
近
い

工
業
団
地
内
に
あ
る
。
地
上

４
階
建
て
で
、
高
さ
は
最
高

30
・
8
㍍
、
建
築
面
積
は
約

５
万
４
０
０
０
平
方
㍍
。
水
処

理
棟
や
電
力
の
受
電
棟
、
ガ
ス

供
給
棟
な
ど
14
の
別
棟
も
。
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
の
鹿
島
が
23
年
9

月
に
着
工
、
今
後
も
関
連
工
事

は
続
く
と
い
う
。

　

試
作
は
す
で
に
完
成
し
た
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
使
用
。
半
導

体
の
微
細
化
に
欠
か
せ
な
い

極
端
紫
外
線
（
Ｅ
Ｕ
Ⅴ
）
露

光
装
置
な
ど
２
０
０
数
十
台

の
製
造
装
置
の
搬
入
を
終
え

た
。
試
作
に
当
た
る
技
術
者
は

当
面
１
０
０
人
程
度
で
、
最
大

４
０
０
人
ま
で
増
や
す
考
え
。

　

今
後
の
焦
点
は
試
作
品
の
性

能
が
、
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に

達
す
る
か
ど
う
か
。
量
産
に
向

け
、
顧
客
の
獲
得
も
大
き
な
課

題
だ
。
早
け
れ
ば
7
月
ご
ろ
に

初
期
段
階
の
試
作
品
の
完
成
を

目
指
す
。

　

同
社
の
小
池
淳
義
社
長
は
、

3
月
25
日
の
記
者
会
見
で
「
試

作
は
予
定
通
り
進
め
ら
れ
る
。

顧
客
確
保
に
向
け
た
交
渉
も
順

調
に
進
ん
で
い
る
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　

半
導
体
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
自
動
車
な
ど

用
途
が
広
く
、
回
路
線
幅
が
細

か
い
ほ
ど
性
能
が
良
い
。
現
在

の
最
先
端
は
3
㌨
級
。
か
つ
て

世
界
を
リ
ー
ド
し
た
日
本
の
半

導
体
産
業
は
、
台
湾
や
韓
国
と

の
開
発
競
争
に
遅
れ
を
取
り
、

国
際
シ
ェ
ア
は
10
％
ほ
ど
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。

　

ラ
ピ
ダ
ス
は
22
年
8
月
設

立
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
国
内
8
社
が
出
資
し
て
い

る
ほ
か
、
政
府
も
資
金
面
を
含

め
全
面
支
援
し
て
い
る
。
米
Ｉ

Ｂ
Ｍ
か
ら
技
術
の
提
供
を
受

け
、
ベ
ル
ギ
ー
の
研
究
機
関
と

も
連
携
し
て
い
る
。

　

小
池
社
長
は
昨
年
、
北
海
道

倶
楽
部
の
特
別
講
演
会
で
、
半

導
体
製
造
に
自
信
を
見
せ
る
一

方
、「
工
場
稼
働
の
た
め
使
う

大
量
の
電
力
を
、
ど
う
確
保
す

る
か
と
い
っ
た
課
題
も
多
い
」

な
ど
と
話
し
た
。

　

北
海
道
倶
楽
部
評
議
員
会
の

総
務
部
会
が
、5
月
16
日
（
金
）

午
前
11
時
か
ら
事
務
局
会
議
室

で
開
か
れ
る
。
２
０
２
７
年
の

倶
楽
部
創
設
百
周
年
を
控
え
、

記
念
事
業
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
う
。
3
月
の
定
時
総
会
で
大

久
保
尚
武
理
事
長
は
「
具
体
的

に
何
を
や
る
の
か
が
、
一
番
大

切
」
と
強
調
し
て
お
り
、
積
極

的
な
議
論
が
望
ま
れ
る
。

　

部
会
に
は
川
村
隆
会
長
、
鈴

木
秀
一
常
務
理
事
、
間
瀬
雅
晴

理
事
、
上
條
努
・
評
議
員
会
議

長
（
総
務
部
会
長
兼
務
）、
総

務
部
会
員
ら
が
出
席
。
百
周
年

記
念
事
業
を
巡
り
、
初
め
て
公

式
に
協
議
す
る
。

　

倶
楽
部
は
１
９
２
７
年
、
新

渡
戸
稲
造
や
道
産
子
経
済
人
ら

関
係
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
。
川
村
隆
会
長
は
折
に
触
れ

て
「
百
年
記
念
事
業
は
新
渡
戸

を
軸
に
」
と
表
明
し
て
い
る
。

　

5
月
16
日
開
催
の
総
務
部
会

は
、
百
周
年
記
念
事
業
を
検
討

す
る
第
一
弾
だ
。

　

今
後
、
会
報
な
ど
を
通
じ
て

広
く
会
員
に
意
見
を
求
め
る
考

え
だ
が
、
す
で
に
①
新
渡
戸
に

関
す
る
講
演
会
②
永
年
会
員
の

顕
彰
、
表
彰
③
祝
賀
会
の
開
催

④
札
幌
交
響
楽
団
や
Ｐ
Ｍ
Ｆ

（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
と
の

連
携
ー
な
ど
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ

　

★
北
海
道
倶
楽
部
会
報
は
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら

記
事
、
写
真
の
協
力
を
得
て
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
創
設
百
周
年
記
念
募

金
と
し
て
、
２
０
２
５
年
か
ら

27
年
に
か
け
て
募
金
を
募
る
案

な
ど
も
出
て
い
る
。

▼
笠
間　

聖
司
氏
（
株
式
会
社 

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ａ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
札
幌
市
出
身

▼
川
村　

学
氏
（
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
テ
ン
プ
ル
ト
ン
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社　

営
業
本
部
長
）
札
幌

市
出
身

▼
高
岡　

幸
生
氏
（
リ
ー
ジ
ョ

ン
ズ
株
式
会
社　

代
表
取
締

役
）
札
幌
市
出
身

▼
橘　

和
子
氏
（
合
同
会
社
コ

ン
コ
ル
デ
ィ
ア　

代
表
役
員
）

札
幌
市
出
身

倶楽部

サ
ク
ラ
満
開 

笑
顔
も
満
開

建
設
が
進
む
ラ
ピ
ダ
ス
の
半
導

体
工
場（
北
海
道
新
聞
社
提
供
）

　

東
京
で
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に

か
け
て
、
桜
が
満
開
に
な
っ
た
。
春
ら

ん
ま
ん
で
あ
る
。「
花
冷
え
」
が
功
を

奏
し
？
長
い
間
花
見
が
楽
し
め
た
の

が
、
今
年
の
特
徴
と
い
う
。

　

上
野
恩
賜
公
園
、
千
鳥
ヶ
淵
＝
写
真

＝
、
目
黒
川
、
隅
田
公
園
…
。
都
内
の

桜
の
名
所
は
ど
こ
も
外
国
人
の
姿
が
目

立
っ
た
。「
ニ
ッ
ポ
ン
の
サ
ク
ラ
、
最

高
で
す
」
ー
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ

た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
木
の
下
で
、
み
ん

な
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
い

る
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
に
全
世
界
が
振

り
回
さ
れ
る
中
、
こ
こ
だ
け
は
「
別
世

界
」。
幸
せ
な
景
色
が
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
た
。

東京

新
入
会
員

正
会
員

　特別講演会のお知らせ　講師：渡辺　玲男 氏 （北海道新聞東京支社編集局報道センター編集委員）　演題：ウクライナの今と日ロ関係の行方（仮）
　令和７年５月２６日（月）午後２時～３時　アイオス永田町２階会議室　参加ご希望の方は HP の申込用紙にご記入の上、ＦＡＸまたはメールに添付してお申込下さい。
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北
海
道
新
聞
社
の
本

★
決
定
版 

北
海
道
道
の
駅
ガ
イ
ド
２
０
２
５
―
２
６

花
岡
俊
吾 

著　

Ａ
５
変
型
判　

２
７
２
頁　

定
価

１
９
８
０
円

　

ド
ラ
イ
ブ
の
お
供
に
。
北
海

道
内
に
あ
る
「
道
の
駅
」
全
駅

を
徹
底
取
材
し
、
駅
ご
と
に
詳

し
く
紹
介
。
周
辺
の
観
光
案
内

も
掲
載
し
た
も
り
だ
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

★
北
海
道
キ
ャ
ン
プ
場
＆
コ
テ
ー
ジ
ガ
イ
ド
２
０
２
５
―

２
６

花
岡
俊
吾 

著　

Ａ
５
変
型
判　

３
２
０
頁　

定
価

１
９
８
０
円

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
キ
ャ
ン
プ
場
ガ
イ
ド
の
決
定
版
。
家
族

や
友
人
と
気
軽
に
楽
し
め
る
北
海
道
の
キ
ャ
ン
プ
場
＆
コ
テ

ー
ジ
を
カ
ラ
ー
写
真
と
最
新
デ
ー
タ
で
紹
介
し
ま
す
。

★
新 

夏
山
ガ
イ
ド
４　

日
高
山
脈
・
夕
張
山
地

長
谷
川
哲
・
谷
水
亨
著　

Ｂ
６
判　

２
８
０
頁　

定
価

２
６
４
０
円

　

台
風
被
害
か
ら
復
旧
し
た
芽
室
岳
や
十
勝
幌
尻
岳
な
ど
、

国
立
公
園
化
で
大
注
目
の
日
高
の
山
々
の
最
新
ガ
イ
ド
。
芦

別
岳
や
夕
張
岳
な
ど
夕
張
山
地
の
山
々
も
収
録
。

札
幌
市
電
5
月
か
ら
8
％
減
便
へ

運
転
手
不
足
が
深
刻

　

北
海
道
知
事
の
鈴
木
直
道
で

す
。
今
回
は
、
函
館
市
を
訪
問

し
、
一
般
社
団
法
人
み
か
ん
箱

の
皆
様
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

が
、
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
将

来
の
自
立
に
向
け
て
力
を
育
む

場
所
「
み
か
ん
箱
」
を
運
営
し

て
い
ま

す
。
旬

の
野
菜

な
ど
を

使
っ
た

メ
ニ
ュ

ー
を
提

供
す
る
カ
フ
ェ
や
、
学
び
の
探

究
塾
、創
作
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
運
営
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
「
知
り
た
い
」「
や

っ
て
み
た
い
」
を
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
す
る
「
子
ど
も
の
第
三
の

居
場
所
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
訪
問
し
た
日
も
、
多
く
の

お
子
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

運
営
に
当
た
る
方
か
ら
「
子

ど
も
た
ち
に
、
学
校
と
家
と
の

往
復
で
は
得
ら
れ
な
い
初
め
て

の
体
験
を
た
く
さ
ん
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
が
成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
」
と
の
思
い
を
伺
い

ま
し
た
。
子
ど
も
思
い
の
大
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
若

い
皆
さ
ん
が
自
ら
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
「
み
か
ん
箱
」
が
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

道
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
る
皆
様
と
連
携
し
、
北

海
道
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

   

知
事
エ
ッ
セ
ー

　
　

～
渡
島
管
内
で
～

一般社団法人みかん箱で

　

札
幌
の
都
心
を
周
回
す
る
路
面
電
車
（
札
幌
市
電
）
が
５
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
平
日
の
運
行
便
数
を
１
日
当
た
り
約
20
便

減
便
す
こ
と
に
な
っ
た
。
運
転
手
不
足
の
た
め
で
、
減
便
は
平
日
運
行
の
８
％
に
相
当
す
る
。
市
電
を
運
行
す
る
札
幌
市
交
通

事
業
振
興
公
社
に
よ
る
と
、
運
転
手
不
足
に
よ
る
減
便
は
記
録
が
残
る
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）
以
降
で
は
初
め
て
。

　

5
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
後
、
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
（
午
前
8
時
台
）

は
、
運
行
を
現
行
よ
り
2
便
減

ら
し
、
日
中
時
間
帯
と
夕
方
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
（
午
後
6
時
台
）

は
、
同
じ
く
現
行
よ
り
1
便
減

ら
す
計
画
だ
。

　

具
体
的
に
は
日
中
時
間
帯
は

7
便
（
8
～
９
分
間
隔
）、
朝

ラ
ッ
シ
ュ
は
16
便
（
3
～
4
分

間
隔
）、
夕
ラ
ッ
シ
ュ
は
11
便

（
4
～
7
分
間
隔
）
体
制
で
運

行
す
る
。
土
日
、
祝
日
ダ
イ
ヤ

は
現
行
通
り
と
す
る
。

　

公
社
に
よ
る
と
、
運
転
手
不

足
は
２
０
２
０
年
度
以
降
常
態

化
。
定
員
73
人
に
対
し
て
、
今

年
3
月
時
点
で
は
63
人
と
10
人

不
足
し
て
お
り
、
平
日
ダ
イ
ヤ

を
維
持
す
る
た
め
、
本
来
な
ら

休
暇
の
は
ず
の
運
転
士
を
出
勤

さ
せ
る
な
ど
、
運
転
士
の
負
担

が
重
く
な
っ
て
い
た
。

　

減
便
期
間
は
「
当
面
の
間
」

と
し
て
い
る
が
、
公
社
は
「
運

転
士
の
負
担
増
は
安
全
な
輸
送

を
確
保
す
る
う
え
で
も
好
ま
し

く
な
い
」
と
し
て
、
４
月
か
ら

運
転
士
の
賃
金
ア
ッ
プ
と
と
も

に
人
員
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て

い
る
と
い
う
。

　

同
公
社
は
「
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
な
い
。
必
要
人

員
の
確
保
に
努
め
、
運
転
士
の

負
担
軽
減
と
安
全
運
行
に
取
り

組
む
」
と
話
し
て
い
る
。

　

公
社
に
よ
る
と
、
23
年
度
の

市
電
の
1
日
当
た
り
の
乗
客
数

は
約
2
万
４
０
０
０
人
。
夏
ダ

イ
ヤ
は
1
日
約
２
７
５
便
を
運

行
し
て
い
る
。

泊りはお寺や古民家に小
樽

民泊が外国人客に人気
　

外
国
人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
小
樽
で
、
古
民
家
や
寺
を
活
用
し
た
簡
易
宿
泊
所
や
民
泊
が
、

人
気
を
集
め
て
い
る
。
札
幌
な
ど
と
同
様
、
既
存
の
ホ
テ
ル
宿
泊
料
が
高
騰
す
る
中
、
比
較
的

安
く
利
用
で
き
、
僧
侶
体
験
な
ど
日
本
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
の
が
そ
の
理
由
だ
。

ホ
テ
ル
な
ど
料
金
高
騰
で

僧
侶
体
験
、
う
ど
ん
の
手
打
ち
も

　

市
な
ど
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
9
月
時
点
の
同
市

内
の
簡
易
宿
泊
所
・
民
泊
施
設

は
１
６
６
件
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

19
年
か
ら
6
割
も
増
え
た
。

そ
の
背
景
に
は
順
調
な
観

光
客
の
増
加
が
あ
る
。
24
年
度

上
期
（
4
～
9
月
）
の
観
光
客

数
は
前
年
同
期
比
8.6
％
増
の
約

３
９
６
万
３
０
０
０
人
で
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
19
年
と
同
水
準
に

ま
で
回
復
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
訪
日
外
国
人
）
の
宿
泊
客

は
10
万
人
に
迫
る
勢
い
だ
。

　

古
い
街
並
み
、寿
司
な
ど
食
、

ガ
ラ
ス
工
芸
な
ど
が
小
樽
の
魅

力
だ
が
、
旺
盛
な
観
光
需
要
か

ら
一
般
の
ホ
テ
ル
宿
泊
料
金
は

高
騰
。
2
月
の
「
小
樽
雪
あ
か

り
の
路
」
の
期
間
中
、
中
心
部

の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
1
泊

1
人
当
た
り
の
料
金
が
2
万
円

を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
ん
な
中
で
、
料
金
が
安
価

な
簡
易
宿
泊
所
や
民
泊
へ
の
人

気
が
急
上
昇
。
20
年
に
約
20
畳

の
客
間
を
改
修
し
、
簡
易
宿
泊

所
と
し
て
開
業
し
た
市
内
の

お
寺
は
、
素
泊
ま
り
で
１
人

３
５
０
０
円
か
ら
と
格
安
だ
。

利
用
し
た
韓
国
の
会
社
員
は

「
ホ
テ
ル
は
値
上
が
り
し
て
い

て
ち
ょ
っ
と
高
す
ぎ
る
。
こ
こ

は
す
ご
く
き
れ
い
で
広
い
」。

　

宿
泊
客
の
９
割
は
海
外
か
ら

で
、
一
日
僧
侶
体
験
な
ど
お
寺

な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
も
好
評

と
い
う
。

　

古
い
街
並
み
が
残
る
小
樽
な

ら
で
は
の
施
設
も
、
お
目
見
え

し
て
い
る
。
堺
町
通
り
に
あ
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
築
１
０
０
年

超
の
古
民
家
で
、
こ
た
つ
や
屏

風
な
ど
を
置
き
、
昔
な
が
ら

の
日
本
の
住
ま
い
を
再
現
し

た
。
１
日
１
組
限
定
で
10
人
ま

で
宿
泊
可
能
、
料
金
は
１
組

３
万
５
０
０
０
～
６
万
円
と
格

安
だ
。
希
望
す
れ
ば
、
う
ど
ん

の
手
打
ち
体
験
も
で
き
る
。

　

た
だ
、
施
設
の
増
加
を
懸
念

す
る
声
も
。
４
件
の
民
泊
を
管

理
す
る
不
動
産
業
者
は
「
供
給

過
多
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
集
客

で
き
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い

と
こ
ろ
で
、
二
極
化
が
進
ん
で

い
く
。生
き
残
る
に
は
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
を
磨
く
必
要
が
あ

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
靴
も
売
り
ま
～
す
!
」

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
マ
ツ
オ

事
業
多
角
化
で

経
営
強
化
目
指
す

　

道
内
外
に
松
尾
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
展
開
す
る「
マ
ツ
オ
」

（
滝
川
市
、
北
海
道
倶
楽
部

会
員
）
が
靴
小
売
り
事
業
に

乗
り
出
し
、
４
月
末
、
札
幌

市
内
に
店
舗
を
開
い
た
。
米

国
の
靴
ブ
ラ
ン
ド
「
ス
ケ
ッ

チ
ャ
ー
ズ
」
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
に
加
盟
、
実
現
し
た
。

事
業
の
多
角
化
で
経
営
強
化

を
図
る
狙
い
だ
。
マ
ツ
オ
が

飲
食
以
外
の
事
業
に
参
入
す

る
の
は
初
め
て
。

　

靴
販
売
店
を
開
店
し
た
の

は
、
札
幌
市
厚
別
区
上
野
幌

地
区
。
４
月
24
日
、
道
内
初

の
ス
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
の
専
門

店
「
ス
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
札
幌
上
野
幌
店
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
店
舗
面

積
は
約
７
８
０
平
方
㍍
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
シ
ュ
ー
ズ
の
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
用
、
冬
用
シ

ュ
ー
ズ
、
業
務
用
の
靴
な
ど

６
０
０
種
以
上
を
取
り
揃
え

て
い
る
。

　

マ
ツ
オ
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

料
理
の
老
舗
。
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
、
洋
菓
子
の
製
造
、
販
売

を
手
掛
け
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
外
食
需
要
の
波
を
経

験
。
事
業
の
多
角
化
を
検
討

す
る
中
で
、「
ス
ケ
ッ
チ
ャ

ー
ズ
」
に
着
目
し
た
。

同
社
は
手
を
使
わ
ず
脱

ぎ
履
き
や
す
い
靴
と
し
て
人

気
の
高
い
「
ス
リ
ッ
プ
イ
ン

ズ
」
シ
リ
ー
ズ
を
誕
生
さ
せ

て
い
る
。

松
尾
吉
洋
マ
ツ
オ
社
長

は
「
か
が
ま
ず
に
履
け
る
靴

は
高
齢
化
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

も
合
う
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も

発
展
さ
せ
つ
つ
、
新
た
な
業

態
で
も
挑
戦
し
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
た
。

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
札
幌
に
拠
点

６
月
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置

　

通
販
業
界
大
手
の
ジ
ャ
パ
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ

Ｄ
、
長
崎
県
佐
世
保
市
）
は
、

同
社
傘
下
で
通
販
の
電
話
対
応

を
手
が
け
る
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
福
岡

市
）
が
、
6
月
を
め
ど
に
札
幌

に
拠
点
を
設
け
る
と
発
表
し

た
。
同
社
初
の
道
内
拠
点
で
、

新
た
に
採
用
す
る
２
０
０
人
が

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
ス
ッ
タ
フ

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
の
札
幌
の
拠
点

は
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
に
近
い
北
区

北
6
西
1
。
２
０
２
３
年
完
成

し
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
1
フ
ロ

ア
（
約
１
０
０
０
平
方
㍍
）
を

使
用
す
る
計
画
だ
。

　

同
社
は
現
在
、
東
京
、
福
岡
、

長
崎
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
運

営
。
札
幌
で
の
開
設
に
よ
り
、

災
害
や
異
常
気
象
な
ど
の
リ
ス

ク
を
分
散
し
、
よ
り
安
定
し
た

電
話
対
応
を
目
指
す
考
え
だ
。

　

同
社
は
札
幌
拠
点
の
狙
い
に

つ
い
て
、「
災
害
対
応
に
加
え
、

通
い
や
す
く
、
働
き
や
す
い
環

境
を
重
視
し
た
」
と
説
明
し
て

い
る
。

　

札
幌
の
中
心
部
で
は
こ
の
と

こ
ろ
オ
フ
ィ
ス
空
室
率
の
上
昇

傾
向
が
続
い
て
き
た
が
、
昨
年

末
ご
ろ
か
ら
水
面
下
で
新
築
や

築
浅
ビ
ル
へ
の
入
居
を
探
る
動

き
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

道
観
光
機
構
会
長

　

北
海
道
観
光
振
興
機
構
（
北

海
道
倶
楽
部
会
員
）
は
、
こ
の

ほ
ど
開
い
た
臨
時
理
事
会
で
、

1
月
に
死
去
し
た
小
金
澤
健
司

会
長
の
後
任
に
、
唐
神
昌
子
副

会
長
（
55
）
を
充
て
る
人
事
を

内
定
し
た
。

　

唐
神
氏
は
ト
ー
ホ
ウ
リ
ゾ
ー

ト
社
長
で
、
登
別
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
を
務

め
る
。
同
機
構
で
女
性
会
長
は

初
め
て
。
6
月
の
通
常
総
会
を

経
て
、
正
式
決
定
す
る
。

　

唐
神
氏
は
胆
振
管
内
洞
爺
湖

町
出
身
。
ト
ー
ホ
ウ
リ
ゾ
ー
ト

社
を
創
業
し
た
父
の
死
去
に
伴

い
、
２
０
０
８
年
に
専
業
主
婦

か
ら
同
社
専
務
に
就
任
し
た
。

09
年
か
ら
社
長
。
現
在
、
登
別

と
函
館
で
6
ホ
テ
ル
を
経
営
し

て
い
る
。
23
年
か
ら
同
機
構
の

副
会
長
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

打
撃
を
受
け
た
道
内
観
光
業
界

の
再
生
に
尽
力
し
た
。

　

唐
神
氏
に

運
転
手
不
足
で
５
月
か
ら
減
便
さ
れ
る
札
幌
市
電
（
北
海
道

新
聞
社
提
供
）

客間を改装、簡易宿泊所にした小樽
市内のお寺（北海道新聞社提供）
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○
農
村
公
園
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

に
き

「
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
農
村
公
園
で

す
。

　

仁
木
町
の
魅
力
を
ギ
ュ
ッ
と

詰
め
込
ん
だ
よ
う
に
果
物
や
花

が
園
内
を
彩
り
ま
す
。

　

町
特
産
の
さ
く
ら
ん
ぼ
、
プ

ル
ー
ン
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る

果
樹
見
本
園
や
果
樹
の
中
に
佇

む
宿
泊
施
設
、
日
本
海
を
眺
望

す
る
展
望
台
な
ど
来
場
さ
れ
る

方
に
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え

ま
す
。

○
コ
ン
サ
ド
ー
レ
仁
木
パ
ー
ク

　

美
し
い
景
色
と
健
康
的
な
環

境
を
整
え
た
仁
木
町
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
で
す
。

　

夏
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
野

球
、
テ
ニ
ス
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
、
冬
に
は
ス
キ
ー
と
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
四
季
を
通

じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
公

園
で
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
国
際

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認
コ
ー

ス
で
36
ホ
ー
ル
を
整
備
し
て
お

り
、
野
球
場
は
両
翼
90
ｍ
、
セ

ン
タ
ー
１
１
０
ｍ
、
ナ
イ
タ
ー

照
明
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
天

然
木
を
利
用
し
た
環
境
に
優
し

い
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
は
、
吊

り
橋
、
板
登
り
、
ネ
ッ
ト
渡

り
、
丸
太
歩
き
な
ど
で
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
、
園
内
に
は
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
す
。

〇
観
光
果
樹
園
・
直
売
所

　

仁
木
町
の
基
幹
産
業
は
農
業

で
す
。
果
物
を
主
体
と
す
る
仁

木
地
区
、
水
稲
に
取
り
組
む
大

江
地
区
、
銀
山
地
区
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
町
的
に

は
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
全
国
屈
指
の
ブ
ラ
ン

ド
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
多
く
の
観
光
農
園

や
直
売
所
が
立
ち
並
ん
で
お

り
、
四
季
折
々
の
く
だ
も
の
狩

り
や
農
産
物
の
販
売
を
し
て
い

ま
す
。

・
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

　

６
月
下
旬
～
８
月
上
旬

・
い
ち
ご
狩
り

　

５
月
中
旬
～
６
月
下
旬

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

　

７
月
下
旬
～
８
月
中
旬

・
ぶ
ど
う
狩
り

　

８
月
下
旬
～
10
月
中
旬

・
り
ん
ご
狩
り

　

９
月
中
旬
～
10
月
下
旬

・
な
し
狩
り

　

10
月
上
旬
～
10
月
中
旬

　

く
だ
も
の
狩
り
は
、
旬
で
新

鮮
な
お
い
し
い
果
物
が
食
べ
ら

れ
、
農
業
収
穫
体
験
も
大
き
な

魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
さ

く
ら
ん
ぼ
っ
て
ど
ん
な
木
に

実
っ
て
い
る
の
？
」
「
ぶ
ど
う

棚
っ
て
何
？
」
「
ど
う
や
っ
て

収
穫
す
る
の
？
」
そ
ん
な
皆
さ

ん
の
疑
問
が
仁
木
町
で
解
決
し

ま
す
。

　

生
産
者
の
人
柄
や
丹
精
込
め

て
栽
培
し
た
農
作
物
に
直
接
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
体
験

は
、
産
地
な
ら
で
は
の
貴
重
な

時
間
に
な
る
で
し
ょ
う
。

〇
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
フ
ル
ー
ツ
＆
ワ
イ
ン
マ
ラ

ニ
ッ
ク

「
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
例
年
６
～
７
月
に
果

樹
観
光
シ
ー
ズ
ン
開
幕
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１
万
人
が
集
う
「
北
海
道
１

の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
お
祭
り
」
で

す
。
飲
食
店
の
出
店
の
ほ
か
、

特
産
品
で
あ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
の

展
示
や
即
売
会
、
さ
く
ら
ん
ぼ

の
種
飛
ば
し
大
会
な
ど
、
食
・

観
・
遊
と
三
拍
子
揃
っ
て
い
ま

す
。

　

９
月
に
は
「
フ
ル
ー
ツ
＆
ワ

イ
ン
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
町
内
の
豊
か
な
自

然
の
な
か
を
ゆ
っ
た
り
と
走
り

な
が
ら
町
内
で
生
産
さ
れ
る
フ

ル
ー
ツ
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
風

光
明
媚
な
仁
木
町
の
景
色
を
見

て
、
感
じ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

提
供
さ
れ
る
地
元
の
農
産
物
や

ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
ま
す
。

〇
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

現
在
、
隣
接
す
る
余
市
町
と

連
携
し
て
「
余
市
・
仁
木
ワ
イ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

美
し
い
景
色
や
産
地
の
風

土
・
文
化
の
発
見
、
ワ
イ
ン
作

り
に
関
わ
る
人
と
の
出
会
い
、

地
場
農
産
物
を
用
い
た
食
事
は

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
で

す
。

　

仁
木
町
で
は
古
く
か
ら
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
に
取
り
組
ん

で
き
た
歴
史
が
あ
り
、
こ
こ
数

年
は
新
規
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
参
入

に
よ
り
本
格
的
な
ワ
イ
ン
作
り

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
内

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
町
産
ワ
イ
ン

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
成
長
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
余
市
川
流
域
を
日

本
一
、
そ
し
て
世
界
を
代
表
す

る
ワ
イ
ン
産
地
に
し
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
経
営
や
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

栽
培
を
目
指
す
方
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
が
進
め
ら

れ
、
刻
々
と
移
り
変
わ
っ
て
い

く
そ
の
風
景
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

〇
後
志
自
動
車
道
仁
木
Ｉ
Ｃ
～

余
市
Ｉ
Ｃ
開
通

　

令
和
７
年
３
月
23
日
に
町
内

に
初
め
て
の
高
規
格
道
路
で
あ

る
後
志
自
動
車
道
仁
木
Ｉ
Ｃ
～

余
市
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
ま
し
た

（
延
長
3.3
㎞
）
。
本
区
間
は
後

志
地
域
と
札
幌
市
、
新
千
歳
空

港
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を

図
り
、
物
流
強
化
、
観
光
振

興
、
救
急
搬
送
の
安
定
性
・
速

達
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
振

興
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
仁
木
町
概
要

　

北
海
道
の
西
部
、
後
志
管
内

北
部
に
あ
っ
て
北
は
余
市
町
に

隣
接
、
東
は
南
走
す
る
頂
白
山

系
を
も
っ
て
赤
井
川
村
、
ま
た

西
南
は
八
内
岳
か
ら
稲
穂
嶺
、

三
角
山
に
至
る
山
嶺
を
隔
て
て

古
平
町
、
共
和
町
及
び
倶
知
安

町
と
そ
れ
ぞ
れ
境
を
画
し
、
小

樽
市
ま
で
は
24
㎞
、
札
幌
市
ま

で
は
58
㎞
と
道
央
圏
に
近
接
し

て
い
ま
す
。

○
北
海
道
の
名
づ
け
親
・
松
浦

武
四
郎
と
仁
木
町

　

安
政
４
年
（
１
８
５
７

年
）
、
箱
館
奉
行
か
ら
蝦
夷
地

山
川
地
理
取
調
方
の
命
を
受
け

た
松
浦
武
四
郎
が
巡
検
の
途

中
、
岩
内
か
ら
余
市
に
至
る
新

開
の
「
余
市
越
え
山
道
」
を
検

分
し
た
お
り
、
そ
の
出
来
栄
え

に
感
じ
て
「
岩
ほ
切　

木
を
伐

草
を
苅
そ
け
て　

み
ち
た
い
ら

け
し　

山
の
か
け
と
も
」
と
歌

を
詠
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
、

余
市
に
向
か
っ
た
松
浦
武
四
郎

は
、
現
在
の
仁
木
に
当
た
る
地

域
の
山
野
に
着
目
し
て
、
そ
の

豊
富
な
樹
木
や
余
市
川
の
水
利

に
恵
ま
れ
た
広
い
沃
野
、
余

市
、
小
樽
を
控
え
た
地
理
的
好

位
置
な
ど
を
挙
げ
、
開
墾
の
必

要
性
を
説
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
松
浦
武

四
郎
は
仁
木
町
に
と
っ
て
、
開

拓
の
黎
明
を
告
げ
る
先
覚
者
で

あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
松
浦
武
四
郎
の

偉
業
を
し
の
び
稲
穂
峠
で
詠
ん

だ
「
余
市
越
え
山
道
」
の
和
歌

を
記
念
し
た
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
お
り
、
石
碑
の
あ
る
国
道
５

号
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
仁
木
口
付
近

は
、
旧
余
市
越
え
山
道
の
跡
が

わ
ず
か
に
残
り
、
道
端
に
は
小

滝
（
ま
つ
ら
の
滝
）
の
清
流
が

流
れ
落
ち
、
当
時
の
旅
人
達

が
、
し
ば
し
腰
を
下
ろ
し
、
の

ど
を
潤
し
た
で
あ
ろ
う
風
情
が

し
の
ば
れ
る
静
か
な
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
清
流
余
市
川
と
仁
木
町

　

余
市
川
は
朝
里
岳
、
余
市
岳

に
水
源
を
発
し
、
地
域
の
母
な

る
川
で
す
。

　

仁
木
町
は
こ
の
余
市
川
の
中

流
域
に
位
置
し
、
開
拓
期
、
徳

島
県
出
身
の
仁
木
竹
吉
率
い
る

移
住
団
と
旧
山
口
藩
主
で
あ
っ

た
毛
利
家
家
臣
粟
屋
貞
一
を
委

員
長
と
す
る
開
拓
団
に
よ
り
、

流
域
の
ほ
と
ん
ど
全
域
に
わ

た
っ
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

余
市
川
の
も
た
ら
す
沃
土
、

水
運
の
便
な
ど
に
注
目
さ
れ
て

開
拓
地
と
し
て
選
ば
れ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
木
材
の
輸
送
、

水
田
へ
の
引
水
、
河
川
敷
に
あ

る
豊
富
な
砂
利
は
道
路
資
材
と

し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
団
に
と
っ
て
は
故
郷
の

清
流
吉
野
川
を
思
い
起
こ
す
心

の
拠
り
所
と
し
て
、
一
方
で
氾

濫
を
繰
り
返
し
て
は
人
々
を
悲

境
に
陥
れ
る
暴
れ
川
と
し
て

営
々
と
堤
防
の
建
設
、
河
川
改

修
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
仁
木
町
に
と
っ

て
も
密
接
な
余
市
川
、
北
限
の

鮎
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る

そ
の
清
流
は
、
人
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
風
光
を
も
っ
て
お

り
、
地
域
に
や
わ
ら
か
な
風
致

と
景
勝
を
添
え
て
き
ま
し
た

〇
子
育
て
支
援

　

町
で
は
、
高
校
生
ま
で
子
ど

も
医
療
費
の
無
償
化
、
第
３
子

目
か
ら
の
出
産
祝
い
金
支
給
、

高
等
学
校
通
学
費
助
成
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
な
ど
子
育
て

支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
令
和
６
年
３

月
に
は
子
育
て
の
支
援
拠
点
と

な
る
「
仁
木
町
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ーikoro

（
イ

コ
ロ
）」
が
完
成
し
、
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
待
機
児
童
の
発

生
、
施
設
の
狭
隘
（
き
ょ
う
あ

い
）
化
や
老
朽
化
な
ど
、
子
ど

も
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
が
顕

在
し
て
い
る
中
で
、
様
々
な
ご

意
見
・
要
望
を
受
け
、
分
散
化

し
て
い
た
保
育
所
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
等
を
集
約
し
た
上

で
、
新
た
に
小
型
児
童
館
を
設

置
し
、
安
全
で
利
用
し
や
す
い

施
設
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。

〇
移
住
・
定
住
支
援

　

町
で
は
、
移
住
者
・
子
育
て

世
帯
及
び
若
年
世
帯
の
定
住
化

の
促
進
を
目
的
に
、新
築
住
宅
・

改
修
住
宅
を
取
得
す
る
方
を
対

象
と
し
た
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
点
在
す
る
空

き
家
等
の
利
活
用
に
関
す
る
支

援
の
ほ
か
に
二
地
域
居
住
を
含

め
た
移
住
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
、
心

豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

「
仁
木
愛
（
に
ぎ
あ
い
）
溢
れ

る
町
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

〇
事
業
活
用
の
一
例

教
育
・
子
育
て
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
歴
史

・
出
産
祝
金
事
業

・
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
経
費

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

・
定
住
促
進
住
宅
助
成
事
業　

　

な
ど

福
祉
・
環
境

・
合
併
処
理
浄
化
水
槽
整
備
事

　

業
・
ぬ
く
も
り
灯
油
助
成
事
業　

　

な
ど

地
域
交
流
・
産
業
振
興
・
観
光

・
農
業
振
興
事
務
経
費

・
農
業
担
い
手
育
成
事
業

・
新
規
就
農
者
施
設
園
芸
ハ
ウ

　

ス
新
設
補
助
事
業

・
ワ
イ
ン
産
地
持
続
化
事
業　

　

な
ど

　

今
後
も
町
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

〇
寄
附
へ
の
お
礼

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
町

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
へ
寄
付

額
に
応
じ
て
町
の
特
産
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
の
方
法
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
担
当
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
担
当
：
産
業
課
ふ
る
さ
と
納

税
推
進
係
）

仁に
き木
町
の
ご
紹
介

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

移
住
に
つ
い
て

●お問い合わせ　
仁木町役場　〒０４８－２４９２　北海道余市郡仁木町西町１丁目３６番地１
ＴＥＬ：０１３５－３２－２５１１（代表）　ＦＡＸ：０１３５－３２－２７００

E-mail：soumu02-niki@town.niki.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://town.niki.hokkaido.jp

「
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
・
仁
木
町
」

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
諸
事
情
に
よ
り
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

・仁木町 HP　
  https://town.niki.hokkaido.jp

・観光協会 HP　
  https://www.niki-kanko.jp

仁木町へのアクセス

仁木町公式イメージキャラクター「ニキボー」

返礼品の一例　シャインマスカット 

JR 線利用の場合
新千歳空港 (1 時間 45 分 ) →
札幌 (1 時間 2 分 ) →小樽 (30 分 ) →仁木
路線バス利用の場合
新千歳空港 ( 各社高速バス ) →札幌 ( 中
央 バ ス ) → 小 樽 ( 中 央 バ ス・ ニ セ コ バ
ス ) →仁木　
※中心部へは仁木役場前で下車

公共交通機関ご利用の場合

車利用の場合 ( 札幌から約 58Km)
推奨最速ルート
札樽自動車道→後志自動車道経由、仁木
IC で下車　札幌西 IC から仁木町観光管
理センターまで 37 分



  　2025 年 ( 令和７年）　５月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第８０１号　（4）

大阪・関西万博で、 アイヌ文化の魅力を世界に発信！
～ 観覧予約受付中、当日自由席あり ～

万博におけるアイヌ文化の対外発信及びウポポイのＰＲのため、5月17日(土) EXPOホールにて

アイヌ舞踊を披露します。 当日は、北海道や関東から二百数十名のアイヌの方々が踊り手として参加し、

各地域に伝わる多様なアイヌ古式舞踊などを披露する予定です。

観覧予約の申し込みは5月9日(金)まで、万博公式WEBサイトにおいて現在受付中です。

6月10日(火)～12日(木)はギャラリーEASTで アイヌ工芸品等の展示、工芸品等の物販等
を行います。 こちらも是非お越しください！

EXPOホール シャインハット会場：2025年5月17日 土開催日：

内閣官房アイヌ総合政策室、文化庁、国土交通省 (お問合せ）公益財団法人アイヌ民族文化財団

ウレシパモシリ
アイヌ舞踊の披露

育てあう大地とも呼び、人間だけでなく、あらゆるものが育てあい、
支えあうことでこの世界が成り立っているという私たちアイヌの考え方です。
私たちはこれを語り伝え、世界中の人々が手を取りあうことを願っています。

人間も動物も植物も道具もこの大地に降ろされた時に、何らかの役割を持って生まれます。
私たちアイヌは、皆様と心が通じあうように祈り、歌い、踊ります。

開場

オープニングセレモニー

開演 (約70分) 『イランカラプテ』
【道央・道北】

札幌ウポポ保存会、千歳アイヌ文化伝承保存会、

旭川チカップニアイヌ民族文化保存会、

苫小牧アイヌ文化保存会、

アイヌアートプロジェクト ほか

大阪・関西万博

所在地 : 大阪 夢洲
1st
stage

13:00

13:30～

13:55～

開場

開演 (約70分)『カントオロワヤクサク

ノアランケプシネプカ イサム』
【道南】

白老民族芸能保存会、新冠民族文化保存会、

浦河アイヌ文化保存会、様似民族文化保存会、

八雲ユーラップハンチカプの会、

えりも古式舞踊部会 ほか

2nd
stage

15:30

16:00～

3rd
stage

開場

開演 (約70分)『ウレシパモシリ』

【道東・関東】

阿寒アイヌ民族文化保存会、帯広カムイトウウポポ保存会、

白糠アイヌ文化保存会、ｎｉｎ ｃｕｐ、関東ウタリ会、

レラの会、春採アイヌ古式舞踊釧路リムセ保存会、

ペウレ・ウタリの会 ほか

17:40

18:10～

※各回の演目は儀式・舞踊・楽器演奏等を予定

特設WEBサイト

大阪・関西万博EXPO2025

EXPO2025大阪・関西万博
「アイヌ舞踊の披露」
特設WEBサイト

大
阪
府

和歌山県

奈
良
県

新大阪駅

京都駅
新神戸駅

大阪 夢洲
（万博会場）

万博公式WEB

↓所在地・アクセスの詳細

【観覧予約の抽選申込み手順】

①万博ＩＤ登録

②入場チケットの購入

③来場日時予約

④観覧予約の申込み

申込期間 ： ４月１７日(木)～５月９日(金)

（来場１ヶ月前～８日前）

※当日は自由席もあります。

■ステージ毎に予約席をご用意しています。
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▼
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
が
4
月
13
日
、
大
阪

湾
の
人
工
島
・
夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）
で
始
ま
っ
た
。

史
上
最
大
の
１
５
８
カ
国
・
地
域
が
参
加
、
半
年
間

に
わ
た
っ
て「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
世
界
の
将
来
像
を
追
求
す
る
。

▼
開
催
の
狙
い
は
ず
ば
り
、
地
盤
沈
下
が
指
摘
さ
れ
る
「
関

西
の
復
権
」
だ
ろ
う
。「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
掲
げ
た
、

１
９
７
０
年
大
阪
万
博
の
際
の
「
高
揚
感
を
再
び
」
と
い
う

わ
け
だ
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ

ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
誘
致
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

▼
開
幕
ま
で
の
道
の
り
は
、順
風
満
帆
と
は
い
か
な
か
っ
た
。

パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
の
工
事
の
遅
れ
、
建
設
資
材
の
高
騰
、
人

手
不
足
…
。
大
屋
根
リ
ン
グ
な
ど
会
場
整
備
費
は
当
初
予
算

を
大
幅
に
上
回
る
２
３
５
０
億
円
ま
で
膨
ら
む
一
方
、
国
民

の
関
心
は
い
ま
一
つ
。「
関
西
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
く

な
い
」
と
地
元
経
済
界
や
大
阪
府
・
市
な
ど
は
懸
命
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
き
た
。

▼
世
界
の
分
断
が
進
む
今
、
万
博
は
交
流
や
対
話
が
で
き
る

数
少
な
い
機
会
で
あ
り
場
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

空
飛
ぶ
車
や
火
星
の
石
な
ど
魅
力
的
な
展
示
品
が
多
く
、
道

内
か
ら
も
旭
川
家
具
や
彫
刻
が
出
展
さ
れ
る
。

▼
Ｃ
Ｍ
の
「
そ
う
だ　

京
都
行
こ
う
」
で
は
な
い
が
、「
そ

う
だ　

大
阪
行
こ
う
」
と
な
る
か
。
入
場
目
標
２
８
２
０
万

人
を
掲
げ
る
主
催
者
の
願
い
が
聞
こ
え
て
く
る
。　
　
（
北
）　　
　
　

レ ブ ン ア ツ モリソウ 危 機 脱 出 !
絶 滅 危 惧 種 の リ ス ト か ら 外 れ る

地
元
の
盗
掘
対
策
な
ど
奏
功

　

礼
文
島
に
生
息
し
、絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
固
有
種
の
「
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」

＝
写
真
、
北
海
道
新
聞
社
提
供
＝
の
繁
殖
政
策
が
奏
功
、「
絶
滅
危
惧
種
」
か
ら
外
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
環
境
省
が
公
表
し
た
。
今
後
は
「
準
絶
滅
危
惧
種
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　

同
省
は
3
月
、
危
機
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
動
植
物
の
分
布

や
生
息
状
況
を
ま
と
め
た
「
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
」
の
、
植
物
と

菌
類
の
デ
ー
タ
を
２
０
２
０

年
以
来
5
年
ぶ
り
に
更
新
。

１
９
９
７
年
版
か
ら
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
た
礼
文
島

の
固
有
種
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ

ウ
を
一
段
危
機
ラ
ン
ク
が
低

い
準
絶
滅
危

惧
種
に
分
類
、

指
定
し
た
。

　

レ
ブ
ン
ア

ツ
モ
リ
ソ
ウ

は
、
礼
文
島
の

高
山
植
物
を

代
表
す
る
ラ

ン
科
の
植
物

で
、
北
海
道
の

天
然
記
念
物
。

か
つ
て
は
島

内
各
所
に
群

生
し
て
い
た

が
、
盗
掘
な
ど

で
生
息
が
危

機
的
状
況
に

陥
っ
て
い
た
。

　

絶
滅
危
惧

種
指
定
後
は
、
群
生
地
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
な
ど
で
盗
掘
対
策
を
強
化
す

る
一
方
、
サ
サ
の
刈
り
払
い
な

ど
環
境
整
備
や
、
新
た
な
生
息

地
の
発
見
に
よ
り
分
布
域
が

拡
大
。
そ
の
結
果
、
同
省
に

よ
る
と
、
最
新
の
開
花
数
の

合
計
は
約
５
４
０
０
に
上
り
、

２
０
１
６
年
の
約
３
０
０
０
か

ら
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。

　

地
道
に
保
護
、
増
殖
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
宗
谷
管
内
礼

文
町
や
研
究
者
ら
関
係
者
か
ら

は
、
喜
び
の
声
が
上
が
っ
た
。　
　

　

同
町
は
「
関
係
す
る
皆
さ
ん

の
努
力
に
よ
る
も
の
で
、
非
常

に
あ
り
が
た
い
」
と
歓
迎
す
る

と
と
も
に
、「
増
殖
に
向
け
ま

だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
。
取
り
組

み
の
効
果
が
出
て
い
な
い
場
所

も
あ
り
、
今
後
も
努
力
を
続
け

た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
た
。  

道
内
の
特
急
す
べ
て
指
定
席
へ

ＪＲ
北海道

来
年
３
月
か
ら
収
益
増
狙
い

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
来
年
3
月
、「
カ
ム
イ
」（
札
幌
―
旭
川
）
や
「
宗
谷
」（
札
幌
―
稚
内
）
な

ど
5
つ
の
特
急
列
車
の
全
席
を
座
席
指
定
に
す
る
計
画
だ
。
函
館
（
北
斗
）、釧
路
（
お
お
ぞ
ら
）

方
面
は
昨
年
3
月
、
全
て
指
定
席
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
道
内
を
走
る
す
べ
て
の
特
急

か
ら
自
由
席
が
姿
を
消
す
。

　
「
カ
ム
イ
」、

「
宗
谷
」
以
外

に
自
由
席
が
な

く
な
る
の
は
、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」

（
札
幌
―
網

走
）、「
ラ
イ
ラ

ッ
ク
」（
札
幌

―
旭
川
）、「
サ

ロ
ベ
ツ
」（
旭

川
―
稚
内
）。

5
つ
の
特
急
の

指
定
席
化
に
伴

い
、「
Ｓ
き
っ

ぷ
」
な
ど
割
安

な
往
復
切
符
も

終
了
す
る
見
込

み
だ
。

　

今
回
の
方
針
の
背
景
に
は
、

収
益
最
大
化
に
指
定
席
の
増
加

が
有
効
と
の
Ｊ
Ｒ
北
の
判
断
が

あ
る
。「
北
斗
」
な
ど
4
つ
の

特
急
を
全
席
指
定
に
し
た
、
昨

年
4
月
～
今
年
2
月
の
中
長
距

離
の
鉄
道
運
輸
収
入
は
、
前
年

同
期
に
比
べ
１
割
増
え
た
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
客
）

で
混
雑
す
る
列
車
も
多
く
、
確

実
に
座
れ
る
環
境
を
整
え
る
狙

い
も
あ
る
。

　

特
急
の
全
席
指
定
化
は
、
Ｊ

Ｒ
各
社
に
共
通
す
る
傾
向
だ
。

新
幹
線
で
も
座
席
指
定
化
が
進

み
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
北
の
「
は

　

北
大
東
京
同
窓
会
恒
例
の

「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
」
が
、
今

年
も
5
月
18
日
（
日
）
正
午
か

ら
、
東
京
・
立
川
市
の
昭
和
記

念
公
園
で
開
か
れ
る
。

　
「
ジ
ン
パ
」
は
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
こ
と
で
、
参

加
は
原
則
北
大
卒
業
生
や
、
そ

の
家
族
、
友
人
ら
。

参
加
費
は
一
般
８
０
０
０

円
（
２
０
２
４
年
以
前
卒
、
卒

業
生
以
外
）、
新
社
会
人
割

５
０
０
０
円
（
25
年
卒
）、
高

校
生
以
下
３
０
０
０
円
な
ど
。

詳
し
く
は
北
大
東
京
同
窓
会
Ｈ

Ｐ
で
。

　

２
０
２
１
年
に
北
海
道
で
新

た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者

は
、
4
万
７
２
１
６
人
だ
っ
た

こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
た
「
全
国
が
ん
登
録
」
で
分

か
っ
た
。
人
口
10
万
人
当
た

り
何
人
が
が
ん
に
か
か
っ
た

か
を
示
す
、
が
ん
罹
患
率
は

４
０
０
・
6
で
、
全
国
で
4
番

目
に
高
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
道
内
の
男

女
別
の
が
ん
の
部
位
で
多
い
の

は
、
男
性
が
①
肺
４
２
９
１
人

②
大
腸
４
１
３
２
人
③
前
立
腺

４
０
９
１
人
④
胃
３
１
６
４
人

⑤
膵
臓
１
２
１
４
人
―
の
順
。

女
性
は
①
乳
房
４
５
５
４

人
②
大
腸
３
５
８
０
人
③
肺

２
３
１
２
人
④
胃
１
５
９
３
人

⑤
子
宮
１
４
０
４
人
ー
な
ど
。

20
年
と
同
様
だ
っ
た
。

　

道
内
の
男
女
別
が
ん
罹
患
率

は
男
性
が
４
５
５
・
4
（
20
年

は
４
４
１
・
7
）
で
47
都
道

府
県
中
8
番
目
。
20
年
ま
で

3
年
連
続
で
全
国
一
の
女
性

は
３
６
７
・
0
（
同
３
５
１
・

7
）
で
、
3
番
目
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
21
年
の
全
国
の
が
ん

罹
患
者
は
98
万
８
９
０
０
人

で
、
20
年
よ
り
4
万
３
８
４
５

人
（
4.6
％
）
増
加
。
罹
患
率
は

３
７
９
・
0
と
な
り
、
20
年
の

３
６
２
・
4
を
上
回
っ
た
。
部

位
別
は
大
腸
、
肺
、
胃
、
乳
房
、

前
立
腺
の
順
だ
っ
た
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
は
「
罹
患
率
が
高
い
北

海
道
は
、
特
に
肺
が
ん
が
他
の

都
府
県
に
比
べ
多
い
。
長
年
の

喫
煙
率
の
高
さ
が
関
連
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。『
た
ば
こ
は

吸
わ
な
い
』『
が
ん
検
診
を
受

診
す
る
』
な
ど
、
よ
り
一
層
予

防
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　

札
幌
市
南
区
の
民
間
動
物
園

「
ノ
ー
ス
サ
フ
ァ
リ
サ
ッ
ポ
ロ
」

が
、
都
市
計
画
法
上
の
市
街
化

調
整
区
域
に
無
許
可
で
施
設
を

建
設
、
20
年
近
く
営
業
を
続
け

て
い
る
問
題
を
巡
り
、
運
営
会

社
の
サ
ク
セ
ス
観
光
（
札
幌
）

は
、
同
園
を
9
月
末
ま
で
に
閉

園
す
る
と
、
発
表
し
た
。
説
明

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
だ

け
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
も

応
じ
て
い
な
い
。

　

Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、
飼
育
中
の

動
物
に
つ
い
て
は
安
全
と
福
祉

を
最
優
先
に
考
え
、
慎
重
に
対

応
を
進
め
て
い
る
」
と
強
調
。

9
月
末
閉
園
の
理
由
を
「
動
物

を
受
け
入
れ
る
施
設
の
準
備
に

時
間
を
要
す
る
」
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
「
突
然
の
報
告
と

な
り
、
お
客
さ
ま
や
関
係
者
に

ご
迷
惑
を
か
け
お
詫
び
す
る
」

と
謝
罪
し
て
い
る
。

　

同
社
は
開
発
が
制
限
さ
れ

る
市
街
化
調
整
区
域
に
あ
り

な
が
ら
、
札
幌
市
の
事
前
許

可
が
な
い
ま
ま
施
設
を
着
工
、

２
０
０
５
年
7
月
に
同
園
を

開
業
し
た
。
違
法
建
築
物
は

１
５
６
棟
に
上
っ
て
い
る
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
施
設
の
撤
去

を
求
め
、
再
三
文
書
や
口
頭
で

指
導
。
同
社
は
そ
の
都
度
「
改

善
す
る
」と
回
答
し
た
も
の
の
、

現
状
の
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て

い
た
。
今
年
2
月
に
は
違
法
建

築
物
に
つ
い
て
「
29
年
末
ま
で

に
全
面
撤
去
を
終
え
る
」
と
す

る
計
画
書
を
市
に
提
出
し
た
と

い
う
。

　

秋
元
克
広
札
幌
市
長
は
「
正

式
な
連
絡
は
な
く
、
事
実
確
認

を
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

動
物
の
適
切
な
管
理
を
続
け
、

受
け
入
れ
先
の
確
保
に
努
め
る

よ
う
引
き
続
き
指
導
す
る
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

や
ぶ
さ
」
は
ス
タ
ー
ト
当
初
か

ら
全
席
指
定
を
採
用
し
た
。
在

来
線
で
も
、
Ｊ
Ｒ
東
の
常
磐
線

特
急
「
ひ
た
ち
」
な
ど
は
原
則

自
由
席
が
な
い
。

今
年
も
北
大
ジ
ン
パ

５
・
18
昭
和
記
念
公
園

が
ん
罹
患
率
北
海
道
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
４

患
者
数
は
４
万
７
千
余
人
２
０
２
１
年

ノ
ー
ス
サ
フ
ァ
リ
サ
ッ
ポ
ロ

   

９
月
末
閉
演
へ

関
係
者
へ
の
謝
罪
も

道
内
を
走
る
特
急
。
来
年
３
月
か
ら
は
す
べ

て
座
席
指
定
に
な
る
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◆
グ
ル
メ
情
報
◆

　

み
な
さ
ん
、
島
牧
村
の
ほ
っ

け
食
べ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

そ
の
脂
乗
り
の
よ
さ
と
肉
厚
な

身
に
多
く
の
方
が
感
動
さ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

島
牧
村
の
ホ
ッ
ケ
は
深
海
を

泳
い
で
い
る
た
め
、
寒
さ
を
し

の
ぐ
た
め
に
脂
を
蓄
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

脂
乗
り
が
抜
群
！
焼
い
た
ほ
っ

け
を
ま
ず
は
そ
の
ま
ま
食
べ

て
、
ほ
っ
け
本
来
の
旨
み
と
脂

を
楽
し
ん
で
。
そ
の
後
は
、
大

根
お
ろ
し
や
レ
モ
ン
、
す
だ
ち

を
か
け
て
さ
っ
ぱ
り
と
。
ご
飯

や
お
酒
が
進
む
こ
と
間
違
い
な

し
で
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
◆

〇
狩
場
山
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ

ア
ー

　

平
成
27
年
度
か
ら
狩
場
山
Ｃ

Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
開
始
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方
が

狩
場
山
の
滑
走
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

10
～
20
名
の
少
な
い
人
数

で
、
広
大
か
つ
非
圧
雪
の
斜
面

を
滑
走
で
き
る
の
が
本
ツ
ア
ー

の
魅
力
で
す
。
有
名
リ
ゾ
ー
ト

地
に
劣
ら
な
い
雪
質
の
狩
場
山

で
、自
分
だ
け
の「
プ
ラ
イ
べ
ー

ト
ゲ
レ
ン
デ
」
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
方
々
に
冬

の
狩
場
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
あ
め
ま
す
ダ
ー
ビ
ー

　

釣
っ
た
あ
め
ま
す
の
大
き
さ

を
競
う
大
会
で
、
12
月
～
３
月

ま
で
の
冬
の
期
間
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
表
彰
式
も
開
催
さ

れ
、
入
賞
者
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー

や
賞
状
の
ほ
か
豪
華
賞
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
多
く
の
釣
り
人
が
入
賞

目
指
し
て
熱
戦
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
◆
島
牧
の
山
を
楽
し
む
◆

〇
賀
老
高
原
（
が
ろ
う
こ
う
げ

ん
）

　

賀
老
高
原
に
は
４
つ
の
お
す

す
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

１
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
、

大
迫
力
の
「
賀
老
の
滝
」
で

す
。
高
さ
70
ｍ
、
幅
35
ｍ
を
誇

る
「
賀
老
の
滝
」
は
、
日
本
の

滝
１
０
０
選
に
選
出
さ
れ
て
い

ま
す
。「
賀
老
の
滝
」
の
飛
瀑

は
ま
さ
に
圧
巻
で
、
実
物
を
目

の
当
た
り
に
し
た
と
き
の
迫
力

は
言
葉
で
は
表
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　

現
在
、
賀
老
の
滝
へ
続
く
遊

歩
道
は
落
石
の
危
険
性
の
あ
る

た
め
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
第
一
展
望
台
か
ら
の

見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。
雪
解
け

の
６
月
頃
よ
り
第
２
展
望
台
か

ら
の
見
学
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

２
つ
目
の
お
す
す
め
観
光
ス

ポ
ッ
ト
は
「
昇
龍
の
橋
（
し
ょ

う
り
ゅ
う
の
は
し
）」
で
す
。

こ
ち
ら
は
、
賀
老
の
滝
の
上
流

に
あ
る
長
さ
39
ｍ
の
赤
い
吊
り

橋
で
す
。
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

な
橋
で
、
写
真
撮
影
に
お
す
す

め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

３
つ
目
の
見
ど
こ
ろ
は
、「
賀

老
渓
谷
の
紅
葉
」
で
す
。
昇
龍

の
橋
か
ら
見
る
紅
葉
が
絶
景

で
、
10
月
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま

す
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
紅
葉
の

癒
し
効
果
は
抜
群
で
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、「
ド

ラ
ン
ゴ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
と
い

う
天
然
の
炭
酸
水
で
す
。
人
工

の
炭
酸
水
で
は
な
く
、
岩
の
割

れ
目
か
ら
天
然
の
炭
酸
水
が
湧

き
出
て
い
ま
す
。
飲
用
す
る
と

貧
血
や
便
秘
へ
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

〇
狩
場
山

　

登
山
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
で
人

気
と
な
っ
て
い
る
狩
場
山
は
、

標
高
１
５
２
０
ｍ
で
、
道
南
最

高
峰
で
す
。
頂
上
ま
で
の
登
頂

時
間
は
約
２
時
間
30
分
で
、
そ

の
先
に
は
日
本
海
の
美
し
い
景

色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
島
牧
の
海
を
楽
し
む
◆

〇
江
ノ
島
海
岸
（
え
の
し
ま
か

い
が
ん
）、
大
平
海
岸
（
お
お

び
ら
か
い
が
ん
）、
本
目
海
岸

（
ほ
ん
め
か
い
が
ん
）

　

島
牧
村
に
は
、江
ノ
島
海
岸
・

大
平
海
岸
・
本
目
海
岸
の
３
つ

の
海
岸
が
あ
り
、
す
べ
て
の
海

岸
で
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
（
12
月
～
３
月
）

に
は
あ
め
ま
す
ダ
ー
ビ
ー
が
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
海
岸
で
多

く
の
釣
り
人
が
白
熱
し
た
戦
い

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　

江
ノ
島
海
岸
は
、
日
本
の
渚

１
０
０
選
に
選
出
さ
れ
て
お

り
、
美
し
い
砂
浜
が
約
４
㎞
に

わ
た
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。

〇
茂
津
多
岬
灯
台
（
も
っ
た
み

さ
き
と
う
だ
い
）

　

茂
津
多
岬
灯
台
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
は

日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
灯
台
で

す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
奥

尻
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
島
牧
の
温
泉
を
楽
し
む
◆

〇
モ
ッ
タ
海
岸
温
泉
・
宮
内
温

泉
　

島
牧
村
に
は
こ
の
２
つ
温
泉

が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
効
能
が
素

晴
ら
し
く
、
旅
の
疲
れ
を
癒
す

最
高
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
帰
り
入
浴
、
宿
泊
ど

ち
ら
も
可
能
で
、
宿
泊
の
際
に

は
海
鮮
料
理
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

予
約
や
宿
泊
料
金
等
は
、
宿

泊
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

●お問い合わせ　島牧村役場企画産業課商工観光係　
〒０４８ー０６２１　北海道島牧郡島牧村字泊８３
ＴＥＬ：０１３６－７５－６２１２

公式ホームページ：https://www.vill.shimamaki.lg.jp

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
諸
事
情
に
よ
り
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

島し
ま
ま
き牧
村
の
ご
紹
介

島牧村へのアクセス
https://www.vill.shimamaki.lg.jp/category/
detail.php?category=content&content=149

○
島
牧
村
×
事
業
構
想
大
学
院

大
学　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業　
　

令
和
６
年
12
月
に
、
島
牧
村

と
東
京
に
本
拠
地
を
置
く
社
会

人
大
学
院
「
事
業
構
想
大
学
院

大
学
」
は
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
て
連
携
協
定
を
締
結
し
、

10
年
間
、
毎
年
10
人
の
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員　

兼　

大
学

院
生
」
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
日
本
初
の
試
み

で
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

村
及
び
大
学
院
の
選
考
を
通

過
し
た
協
力
隊
員
は
道
の
駅
に

所
属
し
、
地
域
協
力
活
動
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
平
日
夜
間
、

土
曜
日
に
大
学
院
の
授
業
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
２
年
間
受
講
し
、

卒
論
と
し
て
島
牧
村
で
の
起
業

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
事
業
構
想

計
画
書
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

協
力
隊
の
任
期
が
終
了
し
た

後
、
島
牧
村
に
定
住
す
る
場
合

は
こ
の
「
事
業
構
想
計
画
書
」

の
内
容
を
実
行
し
、
す
ぐ
に
事

業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

大
学
院
の
２
年
間
の
学
費
は

村
が
負
担
し
、
本
人
の
支
払
い

は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

村
内
に
は
事
業
者
が
少
な

く
、
雇
用
の
受
け
皿
が
あ
ま
り

な
い
こ
と
が
移
住
へ
の
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
本
事
業
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
起

業
や
事
業
承
継
な
ど
に
必
要
な

ス
キ
ル
や
人
脈
を
得
て
、
自
ら

が
経
営
者
と
な
り
村
で
の
経
済

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
協
力
隊
員
自
体
が
移
住
者

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
し

た
法
人
に
お
け
る
雇
用
創
出
及

び
更
な
る
移
住
者
の
増
加
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
協
力
活
動
の
中

で
、
移
住
者
向
け
の
島
牧
村
に

関
す
る
情
報
提
供
や
、
居
住
の

た
め
の
物
件
に
関
す
る
情
報
、

問
合
せ
窓
口
の
設
置
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
移
住
人
口
以
外
に
も
村
を

行
き
来
す
る
交
流
人
口
の
増
加

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
村

と
し
て
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

移
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

　　

本
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
は
、エ
ビ
や
た
こ
し
ゃ
ぶ
、

ほ
っ
け
な
ど
の
海
産
物
の
ほ
か
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も
出

品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
、
脂
乗
り
抜
群
の
「
ほ
っ
け
」
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
牧
村

で
育
っ
た
ト
マ
ト

を
使
っ
た
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
は
、
そ

の
ト
ロ
ー
っ
と
し

た
濃
厚
さ
で
大
変

人
気
を
集
め
て
い

て
、思
わ
ず
リ
ピ
ー

ト
し
て
し
ま
う
逸

品
で
す
。

　

島
牧
村
に
行
く
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
島
牧
の
味
覚
を
体
験

し
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

島
牧
村
出
身
の
方
も
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
懐
か
し
い
島

牧
の
味
を
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
島
牧
村
で
自
分
だ
け
の
特
別
な
時
間
を
」

日
本
の
滝
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
「
賀
老
の
滝
」

日
本
の
渚
１
０
０
選
に
選
ば
れ

た
「
江
ノ
島
海
岸
」ＪＲ＆バスでのアクセス（札幌駅出発）

○ J Ｒ
函館本線快速列車に乗車⇒小樽駅にて普
通列車に乗換⇒黒松内駅にて下車

○バス
黒松内駅前からニセコバス寿都行きに乗
車⇒寿都にて栄浜（原歌）行きに乗り換
え⇒目的地にて下車

バスでのアクセス（小樽駅出発）
小樽駅前から中央バス岩内行きに乗車⇒
岩内にてニセコバス寿都行きに乗り換え
⇒寿都にて栄浜（原歌）行きに乗り換え
⇒目的地にて下車
尚、日曜・祝日は寿都－島牧間において
代替バスが運行中です。


